













































































































































































図４ 文献依頼状況 図５ 文献受付状況
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負担状況では（図６）、本施行（2013年12月
から５月まで）の半年で、コピー代と送料で
863,979円が無料でやりとりされている（赤十
字文献無料化の未参加施設を含む）。送料は
385,117円で、送付方法は普通郵便が多くなっ
ている。E-mailは無料であるが、出版社に
よってはE-mailによるPDFの添付禁止が
あるため、件数は少ない。
負担が大きい施設は上位から、武蔵野、大
阪、前橋、広島、大津の順に高く、それらの
５施設のうち、武蔵野、広島は電子ジャーナ
ルの受付けが多く、大阪、前橋、大津は冊子
体での受付けが多くなっている。
相互貸借業務としては、赤十字内外からの
受付・依頼件数の合計件数が全 ILL量になる
ので、施設別に、赤十字・赤十字外それぞれ
に、文献複写受付・依頼件数を積立ててグラ
フ化した（図７）。
赤十字・赤十字外の文献複写受付・依頼の
合計件数を比較すると、全体的に受付けする
より、依頼する件数の方が高い傾向となって
いる。しかし、バランス良く、赤十字からの
受付け・依頼件数をほぼ同じにしている施設
や、総合計でみると、受付け件数より依頼件
数が多いが、赤十字外にも依頼し、無料での
受付け・依頼件数をほぼ同じにする等、文献
無料化を上手く利用している施設が見受けら
れる。
しかし、受付けが集中している施設がある
ので、業務量が偏らないよう、また文献複写
図６ 負担状況：コピー代・送料
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代金の負担をかけないよう、とりくんでいく
必要ある。
?．アンケート調査から
アンケートの質問の内容は、赤十字文献無
料化に参加して
１．相互貸借がスムーズに実行できているか
否か。スムーズになった点は、どのような
ことか。
２．相互貸借がスムーズに実行できていない、
またはどちらともいえない場合、どのよう
な点がスムーズに実行できていないのか
３．文献複写の依頼および受付けは増加した
か。また増減に対しての対処法等の記載。
４．その他、文献複写代金無料化に参加して
良かったことや困っていること、こうすれ
ばよりスムーズに行える等、お気づきの点
があれば記載。
等となっており、赤十字63施設に配布して、
51施設から回答があった（赤十字文献無料化
の参加施設49施設のうち、47施設から回答あ
り）。
アンケート調査の結果から、以前より相互
貸借がスムーズに実行できているが、依頼・
受付け件数が、ともに増加していることがわ
かった（図８、９）。また、相互貸借が、以前
よりスムーズに実行できている点は
・利用者からの料金徴収業務の軽減…35件
・依頼館への支払業務の軽減…43件
・無料化参加施設同士なので、文献の依頼が
しやすくなった…32件
となっていた。
依頼・受付け件数の増加の対処法としては、
１．あまりに日赤図書室協議会会員への文献
複写の依頼が増えたため、たとえ会員館が
所蔵している文献でも、約３件に１件は赤
十字内外の有料の施設を選んで、会員館へ
の負担を軽減している。
２．無料だから、日赤間に依頼するのではな
く、日赤間の文献を有効に利用し、業務の
図７ 文献受付状況
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軽減に役立てることが目的かと思う。
３．有料でも近隣ネットワークに所蔵があっ
たら、そちらを利用することも大切なコ
ミュニケーションかと思う。
等の意見があった。また、その他では
・赤十字施設間が無料化されて、絆を感じ、
やりがいがある
・今まで以上に日赤図書室協議会の一員とい
図９ アンケート調査の結果②
図８ アンケート調査の結果①
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う実感がもてるようになった
・受付件数が多い施設ほど労力、時間、代金
の負担が大きいことを理解してほしい
・偏らないよう依頼してほしい
等の意見・感想が寄せられた。
?．メリットとデメリット
統計調査やアンケートの結果からわかる文
献無料化を実行してのメリットとデメリット
は次のとおりである。
メリット
・文献依頼をした職員の自己負担金軽減
・複写代金の支払いの事務手続きが簡略化
され、業務効率が向上した
・文献複写代金支払いに伴う担当者の業務
軽減
・銀行振り込み、郵便振替、切手等、支払
方法の確認が不要なため、申し込みの幅
が広がった
・今まで以上に日赤図書室協議会の一員と
いう実感がもてるようになった
・赤十字のスケールメリットが活かされて
いる
デメリット
・毎月の文献相互利用の受付・依頼統計を
提出する義務があるため、事務作業が増
える
・施設によっては、文献申込職員が自己負
担していたものが、施設負担になるため、
施設としてはデメリットとなる
・受付・申込件数のアンバランスによる負
担過多
つまり、受付件数が多い施設にとっては、
業務量、負担金額、共に増えデメリットであ
るといえる。
?．おわりに
赤十字文献無料化の結果、グループメリッ
トにより、赤十字間で約４割の文献がカバー
され、利用者の自己負担金も軽減されると
いったメリットが増えた。しかし、業務量や
負担金額が増えている施設もあり、課題と
なっている。
今後は、会員から出された課題を解決し、
お互い支えあいながら事業を進めていきたい
と考えている。
また、日赤図書室協議会の事業として広く
ＰＲし、現在、不参加の施設においても理解
を求め、会員施設が参加する事業としていき
たい。
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